


医事・医療情報課

　大
正
三
年
、
私
の
曽
祖
父
・
谷
野
亮
二
が
、
富
山
市

総
曲
輪
に
谷
野
医
院（
内
科
・
外
科
）を
開
設
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
昭
和
十
六
年
、
私
の
祖
父
・
谷
野
亮
一
が
、

富
山
市
北
代
に
谷
野
呉
山
病
院（
以
下「
呉
山
病
院
」）を

開
設
し
ま
し
た
。
奇
し
く
も
谷
野
医
院
が
開
設
さ
れ
た

大
正
三
年
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
発
端
と
な
っ
た

サ
ラ
エ
ボ
事
件
が
、
谷
野
呉
山
病
院
が
開
設
さ
れ
た
昭
和
十
六
年
に
は
太
平
洋
戦
争
の

発
端
と
な
っ
た
真
珠
湾
攻
撃
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　亮
一
は
、
戦
中
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
昭
和
四
十
二
年
ま
で
、
施
設
整
備
や
院
内
活
動
の

活
発
化
に
取
り
組
み
、
富
山
市
医
師
会
看
護
専
門
学
校
の
初
代
校
長
も
務
め
ま
し
た
が
、

昭
和
四
十
三
年
一
月
に
急
逝
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
矢
後
章
三
先
生
、
竹
島
俊
雄
先
生
に

院
長
に
ご
就
任
い
た
だ
き
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
に
、
私
の
父
・
谷
野
亮
爾
が
院
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
九
年
に
は
、
私
の
母
・
谷
野
芙
美
子
が
谷
野
医
院
院
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
私
が
生
ま
れ
る
前
の
話
で
す
。

　父
・
亮
爾
は
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
中
間
住
居（
ハ
ー
フ
ウ
ェ
イ
ハ
ウ
ス
）を
相
次
い
で

開
設
し
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー（
谷
野
医
院
に
併
設
）を
、
昭
和
五
十

九
年
に
は
共
同
作
業
所
を
開
所
し
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
五
十
三
年
か
ら
毎
年
院
内
学
会
が

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
生
活
支
援
と
し
て
、
訪
問
看
護
・
デ
イ
ケ
ア
の

充
実
を
図
る
と
共
に
、
昭
和
六
十
三
年
よ
り
長
期
入
院
患
者
グ
ル
ー
プ
退
院
の
実
践

「
あ
す
な
ろ
会
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
平
成
三
年
に
は
作
業
療
法
棟
を
新
設
し
、

作
業
療
法
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　平
成
九
年
六
月
に
は
、
医
療
法
人
の
設
立
認
可
を
受
け
、「
医
療
法
人
社
団 

和
敬
会
」が

誕
生
し
、
谷
野
亮
爾
が
法
人
理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。「
和
敬
会
」の
法
人
名
は
、
茶
道

の
精
神
で
あ
る「
和
敬
清
寂
」に
由
来
し
ま
す
。

　平
成
十
三
年
、
呉
山
病
院
の
設
立
60
周
年
に
あ
た
り
、
精
神
障
害
者
の
医
療
と
福
祉
を

総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
日
本
初
の
複
合
施
設
と
し
て
、「
脳
と
心
の
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
」

を
建
設
し
ま
し
た
。
一
階
に
は
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
二
階
に
は
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー
、

一
階
と
二
階
の
一
部
ス
ペ
ー
ス
に
は
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　呉
山
病
院
の
老
朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
三
年
の
工
期
を
経
て
平
成
十
八
年
四
月
に

新
病
棟
を
建
設
し
ま
し
た
。
呉
山
病
院
の
新
病
棟
建
設
と
並
行
し
て
、
谷
野
医
院
の
新
築

工
事
を
行
い
、
平
成
十
七
年
十
一
月
に
移
転
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　平
成
二
十
年
、
呉
山
病
院
は
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
が
定
め
る「
認
定
病
院
」と
な
り

ま
し
た
。

　平
成
二
十
二
年
、
呉
山
病
院
内
に
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
し
た
。

　平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
、
私
が
呉
山
病
院
院
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
呉
山

病
院
の
基
本
理
念
を「
希
望
に
満
ち
た
人
生
の
回
復
を
目
指
し
て

　私
た
ち
は
あ
な
た
と

共
に
あ
る
」に
一
新
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
六
年
、
呉
山
病
院
で
治
療
抵
抗
性
統
合
失
調

症
治
療
薬
ク
ロ
ザ
ピ
ン
が
使
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
四
月
、
呉
山
病
院

と
谷
野
医
院
に
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
ま
し
た
。
平
成
三
十
一
年
三
月
に
は
富
山
県
依
存

症
専
門
医
療
機
関
お
よ
び
富
山
県
依
存
症
治
療
拠
点
機
関
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
元
年
十
月
一
日
に
、
谷
野
亮
爾
が
和
敬
会
会
長
に
就
任
し
、
後
任
の
理
事
長
に

私
が
就
任
し
ま
し
た
。

　皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
に
よ
り
、
令
和
三
年
、

呉
山
病
院
80
周
年
、
谷
野
医
院
107
周
年
、
脳
と
心
の

総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
記
念
誌
を
発
行
し
ま
し
た
。

　連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
患
者
さ
ま
本
位
の
姿
勢
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
た
め
に
、
富
山
の
た
め
に
、
地
域
の
一
資
源
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
谷
野
呉
山
病
院
80
周
年
／
谷
野
医
院
107
周
年
を
迎
え
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〜
和
敬
会
の
歩
み
を
振
り
返
る
〜

　
　
　理事
長
・
院
長

　谷
野
　亮
一
郎

　
令
和
四
年
四
月
に
医
事

課
と
情
報
企
画
課
が
統
合

さ
れ
医
事
・
医
療
情
報
課

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
業
務
は
、
窓
口
で
の

外
来
受
付
や
会
計
、
入
院

時
の
事
務
手
続
き
、
レ
セ

プ
ト
等
の
請
求
や
施
設
基

準
の
届
出
・
報
告
、
電
子
カ
ル
テ
を
は
じ
め
と
す
る

法
人
内
の
シ
ス
テ
ム
や
I
T
機
器
の
管
理
運
用
な
ど
で
す
。

こ
の
広
い
守
備
範
囲
を
女
性
五
名
、
男
性
二
名
で
担
当
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
医
事
課
は
女
性
だ
け
だ
っ
た

の
で
、
今
回
男
性
が
加
わ
り
、
心
強
く
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、医
事・医
療
情
報
課
の
モ
ッ
ト
ー
は
、次
の
三
つ
で
す
。

　
第
一
に
『
相
手
の
気
持
ち
や
立
場
を
考
え
た
接
遇
を
心
が
け
る
』
こ
と
で
す
。
患
者
さ

ま
や
ご
家
族
と
接
し
て
行
う
仕
事
が
多
く
、
私
た
ち
に
対
す
る
印
象
が
そ
の
ま
ま
当
院
の

印
象
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
入
院
の
手
続
き
な
ど
は
複
雑
で
患
者
さ
ま
側

に
と
っ
て
は
初
め
て
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
分
か
り
や
す
い
説
明
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
第
二
に
『
法
人
内
の
多
職
種
の
方
と
緊
密
に
連
携
す
る
』
こ
と
で
す
。
レ
セ
プ
ト
業
務
は
、

医
師
や
看
護
師
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
に
よ
り
、誤
り
の
な
い
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
の
未
収
金
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
患
者
さ
ま
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に

十
分
な
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ
り
、精
神
保
健
福
祉
士
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
第
三
に『
仕
事
は
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
時
に
は
厳
し
く
時
に
は
楽
し
く
行
う
』こ
と
で
す
。

レ
セ
プ
ト
業
務
で
は
、
正
し
い
請
求
を
期
限
に
間
に
合
う
よ
う
作
成
す
る
に
は
厳
し
さ
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
レ
セ
プ
ト
請
求
が
終
わ
れ
ば
余
裕
が
で
き
、
楽
し
く
診
療
報
酬

制
度
を
勉
強
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
医
事
・
医
療
情
報
課
の
業
務
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
性
が
高
く
、
必
要
な
知
識
を
習
得
す
る
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
若
い
職
員
や
子
育
て
中
の
職
員
も
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
、

こ
れ
ら
の
モ
ッ
ト
ー
を
大
切
に
日
々
の
業
務
に
取
り
組
み
、
効
率
的
に
仕
事
を
す
す
め
、

皆
さ
ん
が
長
く
勤
め
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

医
事
・
医
療
情
報
課
長

　森
　
　藍
美

新
設

　医
事
・
医
療
情
報
課
の
モ
ッ
ト
ー

　
コ
ロ
ナ
禍
、
様
々
な
行
事
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、

作
品
展
示
会
も
昨
年
度
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

従
来
の
方
法
を
見
直
し
、
感
染
対
策
を
は
か
る
こ
と
で
開
催
に

至
り
ま
し
た
。
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
は
、
従
来
の
展
示
場
所
で
あ
る
「
や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ル
」

が
感
染
対
策
の
た
め
に
外
来
の
待
合
場
所
と
な
っ
て
お
り
、

展
示
場
所
の
確
保
が
十
分
で
な
い
た
め
に
作
品
数
を
減
ら
し
て

の
開
催
と
な
っ
て
し
ま
い
、残
念
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、待
合
場
所
が
作
品
で
華
や
ぎ
、

待
ち
時
間
を
短
く
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
従
来
と
違
い
、
入
院
患
者
さ
ま
の
鑑
賞
は
外
来
者
と

接
触
を
防
ぐ
た
め
に
、
別
期
間
に
別
場
所
で
の
鑑
賞
機
会
を

設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
付
き
添
い
が

毎
回
必
要
で
あ
り
、
自
由
に
鑑
賞
出
来
ず
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
患
者
さ
ま
が
自
身
の
作
品
を
嬉
し
そ
う
に
観
て

お
ら
れ
る
姿
を
み
て
、
ま
た
表
彰
式
の
際
に
自
身
の
作
品
を

理
事
長
に
力
説
さ
れ
て
い
る
様
子
を
拝
見
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
鑑
賞
方
法
を

変
更
し
て
で
も
開
催
を
出
来
た
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
展
示
会
の
目
的
で
あ
る
「
入
院
お
よ
び
通
院
患
者
さ
ま
の
作

業
療
法
や
D
C
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
日
々
の
活
動
に
お
け
る
作
品

を
展
示
す
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
業
療
法
及
び

D
C
参
加
へ
の
動
機
付
け
を
高
め
る
」「
来
院
者
や
ご
家
族
さ
ま
、

精
神
障
害
者
の
作
品
を
通
し
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会
と

す
る
」
の
両
方
を
十
分
に
果
た
せ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
長

　丸
本
　
　薫
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　大
正
三
年
、
私
の
曽
祖
父
・
谷
野
亮
二
が
、
富
山
市

総
曲
輪
に
谷
野
医
院（
内
科
・
外
科
）を
開
設
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
昭
和
十
六
年
、
私
の
祖
父
・
谷
野
亮
一
が
、

富
山
市
北
代
に
谷
野
呉
山
病
院（
以
下「
呉
山
病
院
」）を

開
設
し
ま
し
た
。
奇
し
く
も
谷
野
医
院
が
開
設
さ
れ
た

大
正
三
年
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
発
端
と
な
っ
た

サ
ラ
エ
ボ
事
件
が
、
谷
野
呉
山
病
院
が
開
設
さ
れ
た
昭
和
十
六
年
に
は
太
平
洋
戦
争
の

発
端
と
な
っ
た
真
珠
湾
攻
撃
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　亮
一
は
、
戦
中
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
昭
和
四
十
二
年
ま
で
、
施
設
整
備
や
院
内
活
動
の

活
発
化
に
取
り
組
み
、
富
山
市
医
師
会
看
護
専
門
学
校
の
初
代
校
長
も
務
め
ま
し
た
が
、

昭
和
四
十
三
年
一
月
に
急
逝
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
矢
後
章
三
先
生
、
竹
島
俊
雄
先
生
に

院
長
に
ご
就
任
い
た
だ
き
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
に
、
私
の
父
・
谷
野
亮
爾
が
院
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
九
年
に
は
、
私
の
母
・
谷
野
芙
美
子
が
谷
野
医
院
院
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
私
が
生
ま
れ
る
前
の
話
で
す
。

　父
・
亮
爾
は
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
中
間
住
居（
ハ
ー
フ
ウ
ェ
イ
ハ
ウ
ス
）を
相
次
い
で

開
設
し
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー（
谷
野
医
院
に
併
設
）を
、
昭
和
五
十

九
年
に
は
共
同
作
業
所
を
開
所
し
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
五
十
三
年
か
ら
毎
年
院
内
学
会
が

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
生
活
支
援
と
し
て
、
訪
問
看
護
・
デ
イ
ケ
ア
の

充
実
を
図
る
と
共
に
、
昭
和
六
十
三
年
よ
り
長
期
入
院
患
者
グ
ル
ー
プ
退
院
の
実
践

「
あ
す
な
ろ
会
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
平
成
三
年
に
は
作
業
療
法
棟
を
新
設
し
、

作
業
療
法
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　平
成
九
年
六
月
に
は
、
医
療
法
人
の
設
立
認
可
を
受
け
、「
医
療
法
人
社
団 

和
敬
会
」が

誕
生
し
、
谷
野
亮
爾
が
法
人
理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。「
和
敬
会
」の
法
人
名
は
、
茶
道

の
精
神
で
あ
る「
和
敬
清
寂
」に
由
来
し
ま
す
。

　平
成
十
三
年
、
呉
山
病
院
の
設
立
60
周
年
に
あ
た
り
、
精
神
障
害
者
の
医
療
と
福
祉
を

総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
日
本
初
の
複
合
施
設
と
し
て
、「
脳
と
心
の
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
」

を
建
設
し
ま
し
た
。
一
階
に
は
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
二
階
に
は
生
活
訓
練
セ
ン
タ
ー
、

一
階
と
二
階
の
一
部
ス
ペ
ー
ス
に
は
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　呉
山
病
院
の
老
朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
三
年
の
工
期
を
経
て
平
成
十
八
年
四
月
に

新
病
棟
を
建
設
し
ま
し
た
。
呉
山
病
院
の
新
病
棟
建
設
と
並
行
し
て
、
谷
野
医
院
の
新
築

工
事
を
行
い
、
平
成
十
七
年
十
一
月
に
移
転
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　平
成
二
十
年
、
呉
山
病
院
は
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
が
定
め
る「
認
定
病
院
」と
な
り

ま
し
た
。

　平
成
二
十
二
年
、
呉
山
病
院
内
に
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
し
た
。

　平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
、
私
が
呉
山
病
院
院
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
呉
山

病
院
の
基
本
理
念
を「
希
望
に
満
ち
た
人
生
の
回
復
を
目
指
し
て

　私
た
ち
は
あ
な
た
と

共
に
あ
る
」に
一
新
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
六
年
、
呉
山
病
院
で
治
療
抵
抗
性
統
合
失
調

症
治
療
薬
ク
ロ
ザ
ピ
ン
が
使
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
四
月
、
呉
山
病
院

と
谷
野
医
院
に
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
ま
し
た
。
平
成
三
十
一
年
三
月
に
は
富
山
県
依
存

症
専
門
医
療
機
関
お
よ
び
富
山
県
依
存
症
治
療
拠
点
機
関
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
元
年
十
月
一
日
に
、
谷
野
亮
爾
が
和
敬
会
会
長
に
就
任
し
、
後
任
の
理
事
長
に

私
が
就
任
し
ま
し
た
。

　皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
に
よ
り
、
令
和
三
年
、

呉
山
病
院
80
周
年
、
谷
野
医
院
107
周
年
、
脳
と
心
の

総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
記
念
誌
を
発
行
し
ま
し
た
。

　連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
患
者
さ
ま
本
位
の
姿
勢
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
た
め
に
、
富
山
の
た
め
に
、
地
域
の
一
資
源
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
谷
野
呉
山
病
院
80
周
年
／
谷
野
医
院
107
周
年
を
迎
え
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〜
和
敬
会
の
歩
み
を
振
り
返
る
〜

　
　
　理事
長
・
院
長

　谷
野
　亮
一
郎

　
令
和
四
年
四
月
に
医
事

課
と
情
報
企
画
課
が
統
合

さ
れ
医
事
・
医
療
情
報
課

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
業
務
は
、
窓
口
で
の

外
来
受
付
や
会
計
、
入
院

時
の
事
務
手
続
き
、
レ
セ

プ
ト
等
の
請
求
や
施
設
基

準
の
届
出
・
報
告
、
電
子
カ
ル
テ
を
は
じ
め
と
す
る

法
人
内
の
シ
ス
テ
ム
や
I
T
機
器
の
管
理
運
用
な
ど
で
す
。

こ
の
広
い
守
備
範
囲
を
女
性
五
名
、
男
性
二
名
で
担
当
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
医
事
課
は
女
性
だ
け
だ
っ
た

の
で
、
今
回
男
性
が
加
わ
り
、
心
強
く
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、医
事・医
療
情
報
課
の
モ
ッ
ト
ー
は
、次
の
三
つ
で
す
。

　
第
一
に
『
相
手
の
気
持
ち
や
立
場
を
考
え
た
接
遇
を
心
が
け
る
』
こ
と
で
す
。
患
者
さ

ま
や
ご
家
族
と
接
し
て
行
う
仕
事
が
多
く
、
私
た
ち
に
対
す
る
印
象
が
そ
の
ま
ま
当
院
の

印
象
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
入
院
の
手
続
き
な
ど
は
複
雑
で
患
者
さ
ま
側

に
と
っ
て
は
初
め
て
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、
分
か
り
や
す
い
説
明
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
第
二
に
『
法
人
内
の
多
職
種
の
方
と
緊
密
に
連
携
す
る
』
こ
と
で
す
。
レ
セ
プ
ト
業
務
は
、

医
師
や
看
護
師
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
に
よ
り
、誤
り
の
な
い
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
の
未
収
金
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
患
者
さ
ま
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に

十
分
な
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ
り
、精
神
保
健
福
祉
士
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
第
三
に『
仕
事
は
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
時
に
は
厳
し
く
時
に
は
楽
し
く
行
う
』こ
と
で
す
。

レ
セ
プ
ト
業
務
で
は
、
正
し
い
請
求
を
期
限
に
間
に
合
う
よ
う
作
成
す
る
に
は
厳
し
さ
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
レ
セ
プ
ト
請
求
が
終
わ
れ
ば
余
裕
が
で
き
、
楽
し
く
診
療
報
酬

制
度
を
勉
強
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
医
事
・
医
療
情
報
課
の
業
務
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
性
が
高
く
、
必
要
な
知
識
を
習
得
す
る
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
若
い
職
員
や
子
育
て
中
の
職
員
も
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
、

こ
れ
ら
の
モ
ッ
ト
ー
を
大
切
に
日
々
の
業
務
に
取
り
組
み
、
効
率
的
に
仕
事
を
す
す
め
、

皆
さ
ん
が
長
く
勤
め
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

医
事
・
医
療
情
報
課
長

　森
　
　藍
美

新
設

　医
事
・
医
療
情
報
課
の
モ
ッ
ト
ー

　
コ
ロ
ナ
禍
、
様
々
な
行
事
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、

作
品
展
示
会
も
昨
年
度
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

従
来
の
方
法
を
見
直
し
、
感
染
対
策
を
は
か
る
こ
と
で
開
催
に

至
り
ま
し
た
。
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
は
、
従
来
の
展
示
場
所
で
あ
る
「
や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ル
」

が
感
染
対
策
の
た
め
に
外
来
の
待
合
場
所
と
な
っ
て
お
り
、

展
示
場
所
の
確
保
が
十
分
で
な
い
た
め
に
作
品
数
を
減
ら
し
て

の
開
催
と
な
っ
て
し
ま
い
、残
念
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、待
合
場
所
が
作
品
で
華
や
ぎ
、

待
ち
時
間
を
短
く
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
従
来
と
違
い
、
入
院
患
者
さ
ま
の
鑑
賞
は
外
来
者
と

接
触
を
防
ぐ
た
め
に
、
別
期
間
に
別
場
所
で
の
鑑
賞
機
会
を

設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
付
き
添
い
が

毎
回
必
要
で
あ
り
、
自
由
に
鑑
賞
出
来
ず
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
患
者
さ
ま
が
自
身
の
作
品
を
嬉
し
そ
う
に
観
て

お
ら
れ
る
姿
を
み
て
、
ま
た
表
彰
式
の
際
に
自
身
の
作
品
を

理
事
長
に
力
説
さ
れ
て
い
る
様
子
を
拝
見
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
鑑
賞
方
法
を

変
更
し
て
で
も
開
催
を
出
来
た
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
展
示
会
の
目
的
で
あ
る
「
入
院
お
よ
び
通
院
患
者
さ
ま
の
作

業
療
法
や
D
C
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
日
々
の
活
動
に
お
け
る
作
品

を
展
示
す
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
業
療
法
及
び

D
C
参
加
へ
の
動
機
付
け
を
高
め
る
」「
来
院
者
や
ご
家
族
さ
ま
、

精
神
障
害
者
の
作
品
を
通
し
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会
と

す
る
」
の
両
方
を
十
分
に
果
た
せ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
長

　丸
本
　
　薫
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やすらぎホールで鑑賞やすらぎホールで鑑賞

入院患者さまの鑑賞入院患者さまの鑑賞



入
院
者
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

三
回
目
を
開
始

や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ル
作
品
展
示
会

職
員
総
会

防
火
訓
練

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修
会

　Y
o
u
T
u
b
e
で
配
信

臨
時
職
員
総
会

２
15
〜

３
７
〜
16

３
９

３
25

３
28
〜

　
６
／
30

４
１

紙
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ま
の
写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
掲
載

に
際
し
て
、
ご
本
人
ま
た
は
保
護
者
の
ご
了
承
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　谷
野
呉
山
病
院
80
周
年
と
谷
野
医
院
107
周
年
の

記
念
誌
も
完
成
し
ま
し
た
。

　編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
和
敬
会
だ
よ
り
（
旧
院
内

新
聞
も
含
む
）
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

将
来
、
和
敬
会
の
歴
史
を
振
り
返
る
時
の
た
め
に
も
、

し
っ
か
り
と
し
た
紙
面
作
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（樹
）

　
令
和
四
年
三
月
二
十
五
日
に
防
火
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
夜
間
勤

務
帯
の
３
A
２
病
棟
デ
イ
ル
ー
ム
か
ら

出
火
し
た
と
い
う
想
定
で
実
施
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

病
棟
間
の
人
の
往
来
を
極
力
避
け
る
た

め
、
今
回
は
、
他
病
棟
か
ら
の
応
援
職

員
派
遣
は
行
わ
ず
、
火
元
の
発
見
、
通

報
、
初
期
消
火
、
避
難
誘
導
、
最
終
報
告
ま
で
を
病
棟
内

の
職
員
で
完
結
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
訓
練
参
加
人

数
が
少
な
い
分
、
自
分
た
ち
で
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
は
多
く
な
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況
で
も
３
A
２

病
棟
の
職
員
は
、
自
分
た
ち
の
す
べ
き
事
を
し
っ
か
り
理

解
し
、
緊
張
し
な
が
ら
も
、
す
べ
て
の
事
を
迅
速
に
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
火
災
が
発
生
し
た
場
合

で
も
、
し
っ
か
り
対
応
が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
病
院
は
、
患
者
さ
ま
、
そ
の
家
族
、
業
者
、
職
員
な
ど
多

く
の
人
が
常
に
い
ま
す
。
そ
の
命
を
預
か
る
私
た
ち
に
と
っ

て
、
防
火
に
対
す
る
意
識
を
し
っ
か
り
持
つ
こ
と
は
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
す
。
職
員
一
人
一
人
が
協
力
し
合
い
、
一
丸

と
な
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
と
共
に
、
万
が
一
火
災
が
発

生
し
た
場
合
で
も
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
行
動

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も「
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
仕
方
な
く
行
う
。」で
は
な
く
、「
自
分
の

と
こ
ろ
は
自
分
で
守
る
。」と
い
う
防
火

管
理
の
基
本
精
神
の
も
と
、
職
員
全
員

が
防
火
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
努

め
、
防
火
設
備
の
維
持
・
管
理
を
行
い
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
適
切
な
行
動
が
と

れ
る
よ
う
、
今
後
も
防
火
訓
練
を
し
っ

か
り
行
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

防
火
管
理
者

　浦
西
　将
之

防
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

防
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？

　
呉
羽
山
公
園
都
市

緑
化
植
物
園
に
咲
く
、

「
ク
レ
ハ
オ
ト
メ
シ
ダ
レ
」

　
一
株
の
中
に
一
重
咲

と
八
重
咲
の
花
が
混
在

し
て
い
る
新
品
種
で
す
。

　
夜
の
水
面
に
映
る
桜
に

も
風
情
が
あ
り
ま
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
一
息

「
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
健
康
障
害

　
　
　
　
　〜
そ
の
理
解
と
支
援
〜
」

　講
師
：
理
事
長
　谷
野
　亮
一
郎

配
信
期
間

令
和
四
年
六
月
三
十
日
ま
で

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修
会
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理事長　谷野　亮一郎

https://www.wakeikai.com

谷
野
呉
山
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

谷
野
呉
山
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

病院前の公園で桜を観賞

3A2病棟の様子3A2病棟の様子防火区画を作る防火区画を作る

夜のクレハオトメシダレ


